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第 1 章

概要

この導入ガイドは、屋外製品ラインに新しく追加された AP 1532を紹介します。 1532の注目す
べき点として次のようなものがあります：

•超薄型、高耐久性アクセスポイント。

• 802.11nデュアルバンド無線。

•内部（1532I）および外部（1532E）アンテナモデル。

• Unifiedおよび Autonomous（aIOS）モードを両方サポート。

• 2.4 GHzおよび 5 GHzで無線ブリッジングをサポート。

•デイジーチェーン接続のサポート。
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第 2 章

範囲、目的および期待

この導入ガイドは、AP1532プラットフォームへの最初のステップとなります。このマニュアル
では、次のトピックを詳細に網羅しています：

•新しい 1532ハードウェア

• Flexible Antenna-Portの設定

•デイジーチェーン接続のための 1532の設定

◦シリアルバックホール

◦拡張ユニバーサルアクセス

•展開モード

•自律モードのサポート

この章の内容は、次のとおりです：

• 新しい AP 1532, 4 ページ

• AP 1532を使用する前に, 6 ページ

• Flexible Antenna-Portの設定, 13 ページ

• AP 1532とのデイジーチェーン接続, 15 ページ

• 優先される親, 19 ページ

• Bridge Group Name, 20 ページ

• 展開モード, 21 ページ

• 自律ソフトウェア, 24 ページ

• Range and Capacity Calculator, 26 ページ

• 1532アクセスポイントの設計およびプランニング, 26 ページ

• トラブルシューティング, 27 ページ
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新しい AP 1532
AP 1532シリーズは超薄型室外用アクセスポイントです。この APには、内部アンテナモデルお
よび外部アンテナモデルの 2種類のモデルがあります。

AP 1532I

1532Iの機能は以下のとおりです。

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

◦ 2 GHz：3x3：3

◦ 5 GHz：2x3：2

• UPoEおよび DC電源（48V）

•コンソールポート

•重量 2.3 kg

• LTEおよびWiMAX信号除去（2.1/2.3 GHz：30 dB、2.5 GHz：35 dB）

• 23 x 17 x 10 cm（9 x 7 x 4インチ）（3.0リットル以下に相当）
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AP 1532E

1532Eの機能は以下のとおりです。

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

◦ 2 GHz：2x2：2

◦ 5 GHz：2x2：2

• PoE+（802.3at）および DC電源（48V）

•コンソールポート

•重量 2.5 kg

• LTEおよびWiMAX信号除去（2.1/2.3 GHz：30 dB、2.5 GHz：35 dB）

•自律ブリッジング機能（1310および 1410の製品ラインの後継）

• 26 x 17 x 10 cm（10 x 7 x 4インチ）（3.0リットル以下に相当）
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AP 1532 を使用する前に

AP 1532 ハードウェアコンポーネント

1532は、設置環境にシームレスに調和するように設計された超薄型室外用アクセスポイントで
す。

PoE-In WANポート4SNラベル1

LANポート5地面2

DC電源 48 VDC3

1532には、2つのギガビットイーサネットポート、メインWANポートである PoE-inポート、そ
して追加の LANポートが搭載されています。 PoE-inポートは、アクセスポイントに電源を供給
し、WLCに接続するために使用されます。 LANポートは、イーサネットブリッジングおよびデ
イジーチェーン接続に使用されます。 1532は PoEインジェクタを使用して PoE-inスイッチ、ま
たは 48 VDCのどちらかから電源供給を受けられます。 PoEインジェクタは、アクセスポイント
にWAN接続がなくメッシュ APとして動作している場合でも、アクセスポイントに電力を供給
できます。

   AP 1532E/I 導入ガイド、リリース 7.6
6

範囲、目的および期待

AP 1532 を使用する前に



太陽光遮へいネジ穴2コンソール/リセット1

コンソールポートはアクセスポイントの側面にあり、プラスチック製キャップで覆われていま

す。キャップの下にリセットボタンもあります。環境に調和するようにアクセスポイントに塗

装を施す必要がある場合には、太陽光遮へいネジ穴を使って太陽遮へい付属品を固定します。

LED1

LEDを使って、アクセスポイントの状態を判断できます。LEDの点滅シーケンスは、このマニュ
アルに一覧表示されています。
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フレキシブルアンテナポート（Nタイ
プ）コネクタ

1

フレキシブルアンテナポートコネクタは 1532Eにのみ搭載されています。（注）

AP 1532Eには、Nタイプコネクタ付きの 4つのアンテナポート（アクセスポイントの上部に 2
つ、アクセスポイントの下部に 2つ）があります。 Dual Band Modeに設定されている場合には、
下部のアンテナポート（ポート 1およびポート 2）が、2.4 GHzおよび 5 GHzの両方に使用され
ます。複数の帯域をサポートするアンテナは二重放射素子（DRE）と呼ばれ、アンテナ内に 2.4
GHzおよび 5 GHz帯域の両方の二重放射素子が含まれています。

Single BandModeに設定されている場合には、下部のアンテナポート（ポート 1およびポート 2）
は 2.4 GHzアンテナに使用され、上部のポートは 5 GHz（ポート 3およびポート 4）に使用されま
す。シングルバンドをサポートするアンテナは、単一放射素子（SRE）と呼ばれ、アンテナ内に
単一放射素子が含まれています。AP 1532Iには内部アンテナが搭載されており、この内部アンテ
ナは、フレキシブルアンテナポート機能の一部として設定できません。
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AP 1532E のアンテナオプション

AP 1532には1552シリーズと同じアンテナオプションがありますが、1つ追加された新しいオプ
ションがAIR-ANT2547VG-Nで、これはAIR-ANT2547V-Nと同等の性能を発揮しますが、カラー
がグレーになっています。

必要な数量TypeGain周波数帯域Product ID

2全方向性4 / 7 dBi2.4 / 5 GHzAIR-ANT2547V-N

2全方向性4 / 7 dBi2.4 / 5 GHzAIR-ANT2547VG-N

1指向性 120x30°8 / 8 dBi2.4 / 5 GHzAIR-ANT2588P3M-N=

2全方向性5 dBi2.4 GHzAIR-ANT2450V-N=

2全方向性8 dBi2.4 GHzAIR-ANT2480V-N=

1指向性 30x30°13 dBi2.4 GHzAIR-ANT2413P2M-N=

2全方向性8 dBi5 GHzAIR-ANT5180V-N=

1指向性 30x30°14 dBi5 GHzAIR-ANT5114P2M-N=

AP 1532：電源装置

AP 1532は、AIR-PWRADPT-1530=のAC/DC電源アダプタを使用して 24-48 VDC電源より、また
はパワーオーバーイーサネットで電力を供給できます。 AP 1532Iは、60 Wの電力を供給する
Universal PoE（UPoE）が必要です。 AP 1532Eは 25.5 Wの電力を供給する PoE+または 802.3at
に準拠して動作します。次の表に AP 1532シリーズ用の電源オプションを示しています。
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AC/DC 電源アダプ
タ
AIR-PWRADPT-1530=

AIR-PWRINJ4=AIR-PWRINJ1500-2=スイッチ

電力

規制区域設定

（Configuration）
モデ

ル

√√UPoEA、D、
K、N、
Q、T、Z

3x3：3（2.4
GHz）
2x3：2（5
GHz）

1532I

該当なし√該当なし802.3at
PoE+

A、D、
K、N、
Q、T、Z

1つの送信
が無効*
2x3：2（2.4
GHz）

2x3：2（5
GHz）

√√√802.3at
PoE+

C、E、F、
H、M、
R、S

3x3：3（2.4
GHz）
2x3：2（5
GHz）

√√√802.3at
PoE+

all2x2：2（2.4
GHz）
2x2：2（5
GHz）

1532E

AP 1532 アクセサリ

次のアクセサリが AP 1532用に使用いただけます：

• AIR-ACC1530-PMK1 (=) -ポールまたはウォールマウントブラケット。注文可能なオプショ
ンまたは付属品として利用が可能。
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• AIR-ACC1530-PMK2= -ティルト機構付きのポールまたはウォールマウントブラケット。付
属品として注文が可能。

• AP 1532太陽光遮へいカバー（AIR-ACC1530-CVR=）- 1532用太陽光遮へいカバー。付属品
として注文が可能。このアクセサリは塗装が可能です。

以下は、AP 1532、AIR-ACC1530-CVR搭載 AP 1532、塗装を施した AIR-ACC1530-CVR=の
例です。
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• AIR-PWRADPT-1530= - AC/DC電源アダプタ。付属品として注文が可能。

• AIR-ACC1530-KIT1= -追加ケーブルグランド、電源コネクタ、接地つまみ、イーサネット
キャップ。
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詳細については、1532ハードウェアインストールガイドを参照してください：http://
www.cisco.com/en/US/docs/wireless/access_point/1530/installation/guide/1530hig.html

（注）

Flexible Antenna-Port の設定
Antenna Band Mode設定を参照するときに使用される 2種類の用語があります：

• Dual Antenna Band Mode –下部の 2ポート、ポート 1およびポート 2は、デュアルバンド 2.4
GHz/5 GHzの二重放射素子（DRE）アンテナ用に使用されます。

• Single Antenna Band Mode –上部の 2ポート、ポート 3およびポート 4は、 5 GHzの単一放射
素子（SRE）アンテナ用に使用され、下部の 2ポート、ポート 1およびポート 2は、2.4 GHz
の SREアンテナ用に使用されます。

AntennaBandModeは外部アンテナが装備されている 1532Eモデルでのみ利用が可能で、内部アン
テナがある 1532Iは追加のアンテナを必要としないことにご注意ください。

WLC GUI からの Antenna Band Mode の設定

WLCGUIでAntenna Band Modeを変更するには、Wireless > Access Point > AP_NAME > Advanced
ページに移動します。次に [Antenna Band Mode]リストから [Dual]または [Single]を選択しま
す：
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AntennaBandModeを誤って設定すると、メッシュAPが接続されない場合があるため、Antenna
BandModeを変更する前に物理アンテナが適切に設定されているか確認してください。変更を
確認するために警告メッセージが表示されます。

（注）

WLC CLI からの Antenna Band Mode の設定

Antenna Band Modeは、コマンドを発行することによりWLC CLIを使って変更できます：
(Cisco Controller) >config ap antenna-band-mode <single|dual> <ap_name>

Antenna Band Modeは、コマンドを発行することにより表示できます：
(Cisco Controller) >show ap config general <AP_NAME>

出力には、多くのフィールドが含まれますが、そのうちの 1つが Antenna Band Modeです：
Antenna Band Mode ............................... Dual

AP CLI からの Antenna Band Mode の設定

Antenna Band Modeは、コマンドを発行することにより AP CLIで変更できます：
AP#capwap ap ant-band-mode <dual/single>

   AP 1532E/I 導入ガイド、リリース 7.6
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AP 1532 とのデイジーチェーン接続
1532アクセスポイントの主要機能の 1つがメッシュAP（MAP）として動作中に、アクセスポイ
ントを「デイジーチェーン接続」する機能です。「デイジーチェーン」MAPにより、アップリン
クとダウンリンクアクセスに別のチャネルが使用できるため、バックホール帯域幅の向上やメッ

シュネットワーク全体でユニバーサルアクセスの拡張が可能となり、お客様はアクセスポイン

トをシリアルバックホールとして運用することができます。ユニバーサルアクセスの拡張によ

り、MAPのイーサネットポートにローカルモードまたは flexconnectモードの 1532のアクセス
ポイントを接続できるため、ネットワークが拡張され、より適切なクライアントアクセスを提供

します。これらの機能は、次の項で詳しく説明します。

デイジーチェーン接続されたアクセスポイントには、マスター APおよびスレーブ APの 2種類
のロールがあります。マスター APはメッシュ AP（MAP）として設定される必要があり、優先
される親およびブリッジグループ名の設定も推奨されます。スレーブAPはシリアルバックホー
ル用に使用される場合にはブリッジモードルート APとして、また拡張ユニバーサルアクセス用
に使用される場合にはローカルモードあるいはFlexconnectモード APのどちらかとして設定する
ことができます。

デイジーチェーン接続されたアクセスポイントは、APの電源供給方法によって異なる方法でケー
ブルを取り付ける必要があります。アクセスポイントへの電力がDC電源から供給されている場
合は、イーサネットケーブルはマスター AP LANポートからスレーブ APの PoEポートに直接接
続する必要があります。

アクセスポイントへの電力がPoEから供給されている場合は、イーサネットケーブルはスレーブ
APに電力を供給する PoEインジェクタにマスター APのLANポートから接続する必要がありま
す。
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AP 1532 をデイジーチェーン接続するための要件

デイジーチェーン展開を設定する際には、以下の主要なコンポーネントに対応する必要がありま

す：

•アップリンクでデイジーチェーン接続されている APがマスター AP、また接続された APが
スレーブ APとして見なされます。

•マスター APは、メッシュ AP（MAP）として設定する必要があります。

•スレーブ APは、メッシュ APとしてではなく、ブリッジモードルート APまたはローカ
ル/Flexconnect APとして設定する必要があります。スレーブ APがMAPとして設定されて
いる場合、レイヤ 2ブリッジングループが発生する可能性があります。

•接続するイーサネットケーブルは、マスター APのLANポートからスレーブ APの PoE-in
ポートに接続される必要があります。

•それぞれのデイジーチェーン接続されたメッシュのホップに設定される優先される親が必要
です。マスターMAPには、優先される親が割り当てられます。

•デイジーチェーン接続はスレーブ APがWLC GUI、WLC CLI、または AP CLI経由のどちら
かで RAPとして設定されている場合、有効化される必要があります。

•指向性アンテナはデイジーチェーンの作成時に使用する必要があり、これらは、お客様の必
要に応じて、メッシュツリーの形成を支援するために使用する必要があります。

• 1つのマスター APあたり 1つのスレーブ APのみ設定可能です。 1つのマスター APを複数
のスレーブ APに割り当てるという設定はサポートされません。

•スレーブ APはマスター APの LANイーサネットポートに直接接続する必要があります。
その他のレイヤ 2スイッチングデバイスをその間に設置することはできません。

• AP 1532Iおよび 1532Eはマスター APおよびスレーブ APとして入れ替えて使用できます。

•イーサネットブリッジングは、マスター APで有効化する必要があります。
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WLC GUI を使用したデイジーチェーン接続の有効化
イーサネットブリッジングは、MAPとして設定されたマスター APで有効化する必要がありま
す。イーサネットブリッジングを有効化するには、[Wireless > Access Point >MASTERAPNAME
> Meshタブに移動してから、[Ethernet Bridging]チェックボックスをチェックします。

デイジーチェーン接続は、ブリッジモードのルートアクセスポイントとして設定されているス

レーブ APでのみ有効にする必要があります。その他すべてのデイジーチェーン設定では、デイ
ジーチェーン接続を有効化する必要はありません。WLC GUIからデイジーチェーンを有効化す
るには、Wireless > Access Point >AP NAME >Meshタブに移動してから、[Daisy Chaining]チェッ
クボックスをチェックします。
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WLC CLI を使用したデイジーチェーン接続の有効化
イーサネットブリッジングは、MAPとして設定されたマスター APで有効化する必要がありま
す。

マスターMAPでイーサネットブリッジングを有効化するには、次のコマンドを発行します：
(Cisco Controller) >config ap bridging [enable/disable] <ap_name>

デイジーチェーン接続は、ブリッジモードのルートアクセスポイントとして設定されているス

レーブ APでのみ有効にする必要があります。その他すべてのデイジーチェーン設定では、デイ
ジーチェーン接続を有効化する必要はありません。

WLC CLIからデイジーチェーンを有効化するには、次のコマンドを発行します：
(Cisco Controller) >config ap daisy-chaining [enable/disable] <ap_name>

デイジーチェーン機能はアクセスポイント単位で有効化される必要があります。
(Cisco Controller) >show ap config general <ap_name>

その後、Daisy Chainingエントリまでスクロールダウンします：
Daisy Chaining .................................. Disabled

AP CLI を使用したデイジーチェーン接続の有効化
デイジーチェーン接続は、ブリッジモードのルートアクセスポイントとして設定されているス

レーブ APでのみ有効にする必要があります。その他すべてのデイジーチェーン設定では、デイ
ジーチェーン接続を有効化する必要はありません。

AP CLIからデイジーチェーンを有効化するには、次のコマンドを発行します：
AP#capwap ap daisy-chaining <enable/disable>

マスターMAPでイーサネットブリッジングを有効化する必要があります。
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優先される親
優先される親は、シスコのレイヤ 2無線プロトコルである Cisco Adaptive Wireless Path Protocol
（AWPP）の一部として所定の親と子を設定するメカニズムです。子 APは、次の基準に基づい
て優先される親を選択します：

•優先される親は最適な親である。

•優先される親に、少なくとも 20 dbのリンク SNRがある。

•優先される親には 20 dB～ 12 dB範囲内のリンク SNRがあるが、その他にこれよりも優れ
た親がない（SNRは20%以上が理想的）。SNRが12dB未満の場合、設定は無視されます。

•優先される親はブラックリストに掲載されていない。

•優先される親は、動的周波数選択（DFS）のため、サイレントモードではない。

•優先される親は同じブリッジグループ名（BGN）に属する。設定された優先される親が同
じ BGNに属さず、他の親が利用可能でない場合、子はデフォルトの BGNを使用して親 AP
に接続します。

ブリッジモードのMAPのみが優先される親と設定する必要があります。（注）

WLC GUI を使った優先される親の設定

優先される親をWLC GUIを使って設定するには、Wireless > Access Points > AP_NAME > Mesh
タブに移動してから、優先される親のMACアドレスを入力します。 [Apply]をクリックします。
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優先される親が入力されると、その他のメッシュ設定は、同時に送信できません。変更を適

用してから 90秒間待ってから、他のメッシュの変更を行えます。
（注）

[Preferred Parent]テキストボックスを消去するには、「none」を入力してから送信する必要が
あります。

（注）

WLC CLI を使った優先される親の設定

優先される親は、コマンドを発行することによりWLC CLIからも設定できます：
(Cisco Controller) >config mesh parent preferred <ap_name> <PARENT_MAC_ADDRESS>

アクセスポイントの優先される親は、以下のコマンドを発行することにより確認できます：
(Cisco Controller) >show ap config general <ap_name>

次にMesh preferred parentエントリまでスクロールダウンします：
Mesh preferred parent ........................... 00:24:13:0f:92:00

Bridge Group Name
ブリッジグループ名（BGN）は、同じチャネル上の 2つのネットワークが通信するのを避けるた
めに論理的にメッシュ APをグループ化するために使用されます。これは 1つのメッシュネット
ワーク内に独立したメッシュツリーを形成する方法です。 BGNが設定されていても、適合する
BGNの親が無い場合、非適合の BGNがあるメッシュネットワークに接続できます。これは AP
が孤立するのを防ぐためです。 APが別の BGNに接続した場合、15分後に、APは AWPPをド
ロップし、自己のBGNをスキャンします。このプロセスは、APが適合するBGNがあるメッシュ
ネットワークに接続するまで繰り返されます。

BGNの設定ミスは、ネットワークが不安定となる原因になります。（注）

WLC GUI を使用した BGN の設定

WLC GUIから BGNを設定するには、Wireless > Access Points > AP_NAME >Meshタブに移動し
てから、BGNを入力します。 [Apply]をクリックします。デフォルトでは、デフォルトの BGN
が選択されます。
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WLC CLI を使用した BGN の設定

BGNは、コマンドを発行することにより、WLC CLIからも設定できます：
Cisco Controller) >config ap bridgegroupname set MESH-BGN AP_NAME

展開モード

ブリッジモードの展開

これは一般的なメッシュの設定です。 RAPはコントローラへ有線接続され、MAPはコントロー
ラへ無線接続されます。MAPはMAP間および RAPへの通信に 802.11a/n無線バックホールを使
用して無線接続を行います。MAPでは Cisco Adaptive Wireless Path Protocol（AWPP）を使用し
て、他のメッシュアクセスポイントを介したコントローラへの最適なパスを決定します。

•推奨事項は次のとおりです：
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40 MHzのバックホールチャネル。◦

◦自動に設定するバックホールデータレート。

◦メッシュのホップ数 4以下。

◦バックホールデータレートの最大化により、2.4 GHzの無線でクライアントアクセス
が可能。

Local/Flexconnect の導入

•屋内 APなどの AP 1532を使用します。

•ローカルモード機能のサポート：

◦ 2.4 GHzと 5 GHzの両方の帯域 RRM。

◦ AP SSO

◦ VoIPの CACサポート。

シリアルバックホールとしてのデイジーチェーン接続

1532のデイジーチェーン機能はシリアルバックホールメッシュを提供するために使用できます。
マスターMAPには RAPとして選択されている優先される親があります。スレーブMAPには優
先される親が選択されていません。
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高ゲイン方向性アンテナは、一般的なシリアルバックホール展開で使用する必要があります。さ

らにシリアルバックホールメッシュネットワークを作成するために、「優先される親」設定を

使用する必要があります。

•ブリッジモードの 1532のみ、この設定を使用できます。

•マスターMAPおよびスレーブMAPはメッシュリンク全体のスループットを最大化するた
めに、異なる 5GHzチャネルで実行されます。

• BGNの設定および優先される親コマンドがメッシュツリーを維持するために推奨されます。

•スレーブMAPは RAPモードで設定する必要があります。

デイジーチェーンを使用した拡張ユニバーサルアクセス

1532のデイジーチェーン機能はメッシュネットワーク全体でユニバーサルアクセスを拡張する
ために使用できます。この例では、マスターMAPはRAPと無線バックホールされます。スレー
ブMAPはローカル/フレックス接続モードで動作し、2.4 GHzおよび 5 GHzの無線でクライアン
トアクセスを提供しています。
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• 1532だけ、この設定を使用できます。

•ローカル APは Client Access専用ですが、マスターMAPはメッシュバックホールリンクを
提供します。

•この設定では、ローカルAPはローカルモードまたは flexconnectモードである必要がありま
す。

•マスターMAPでイーサネットブリッジングを有効化する必要があります。

自律展開

• 1532は、1310/1410のポイントツーポイントブリッジングの後継です。

•ルートブリッジおよび非ルートブリッジは、2.4 GHzの無線または 5 GHz無線でのブリッジ
ングが可能です。

•指向性アンテナはブリッジングの間隔を最大化するために使用する必要があります。

•リンク品質を表示するために LEDを点滅させる新しいインストールモード。

自律ソフトウェア

自律動作モード

AP 1532は次の動作モードをサポートしています：

•ルート

•ルートブリッジ

•ルートのインストール

•自動インストール

•非ルートのインストール

•非ルートブリッジ

•ワークグループブリッジ

•スキャナ
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自律変換への統合

デフォルトでは AP 1532はユニファイドモードに設定されています。 1532以前のアクセスポイ
ントでは、WLCに接続し、以下のコマンドを発行することにより、aIOSモードに変更が可能で
す：
AP#capwap ap autonomous
Convert to Autonomous image. Proceed? (yes/[no]):

このコマンドは、アクセスポイントのプライミング時に一度のみ発行する必要があります。（注）

APがすでにWLCに接続済みの場合は、APコンソールから次のコマンドを発行して、イメージ
を変換する必要があります：
AP#archive download-sw /force-reload /overwrite tftp://<tftp ip address>/<image name.tar>

AP#archieve download-sw /force-reload /overwrite tftp://10.0.0.5/ap1g3-k9w7-tar

k9w7は自律イメージを表示することに注意してください。自律イメージは cisco.comで検索でき
ます。

ユニファイドから自律モードへの変換

自律モードからユニファイドモードに再度切り替える場合には、以下の手順に従います：
AP#archive download-sw /force-reload /overwrite tftp://<tftp ip address>/<image name.tar>

AP#archieve download-sw /force-reload /overwrite tftp://10.0.0.5/ap1g3-k9w8-tar

k9w8はユニファイドイメージを表示することに注意してください。ユニファイドイメージは
cisco.comで検索できます。

リンク調整の自律 LED 点滅シーケンス

LED（ステータス）信号レベル（dBm）

常時緑色>-44

緑色で速く点滅– 47～ -44

緑色で中間速度で点滅– 50～ -47

常時黄色– 53～ -50

黄色で速く点滅– 57～ -53

黄色で中間速度で点滅– 60～ -57

黄色でゆっくり点滅– 63～ -60

赤色でゆっくり点滅– 66～ -63

赤色で中間速度で点滅– 69～ -66

赤色で速く点滅– 72～ -69

常に赤色– 75～ -72

消灯< –75
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Range and Capacity Calculator
Range and Capacity Calculatorは、cisco.comから入手できます。

1532 アクセスポイントの設計およびプランニング
屋外メッシュネットワークを導入するには、慎重なプランニングと設計が必要です。 RF特性：
特に無認可周波数スペクトラムにおいては、精密科学ではありません。その他にも、シスコの

メッシュネットワークに干渉する可能性がある多くのデバイスがあります。導入を最適化するた

めに、これらの推奨事項に従うことをお勧めします：

•メッシュ：APバックホール距離能力は、2x（APからクライアントまで）である必要があり
ます。

• WiFiネットワークプランニングには以下が含まれます：

◦以下を特定する現地調査：APの位置と高さ、Line-of-Sight（LoS）および部分的 LoS、
干渉、有線バックホールへのアクセス（最大ホップ数など）。

◦クライアントタイプ（スマートフォン、タブレット、ノート PC）の知識。

◦最弱リンクは通常、スマートフォンのアップリンクです。

◦最小ユーザエクスペリエンス：ユーザへのスループット、アプリケーションタイプ（イ
ンターネット、ビデオ、ゲームなど）。

◦プロジェクトで利用可能な設備投資および運用コスト：サービスタイプの適合と受信可
能範囲の堅牢性。

◦規制に関する考慮事項：国により異なる周波数帯における送信電力が異なります。

◦内部アンテナ 1532と外部アンテナ 1532を使用する時期。

次の - Aおよび - E両方のカバー領域の計算は、上記の考慮事項に基づいています：

•（- A）領域の APからクライアントまでの距離

2.4 GHz（A 領域）

525フィート（160 m）AP 1532I：

590フィート（180 m）AP 1532E：

• APから AP（バックホール）の推奨事項 AP = 2 X（APからクライアントまでの距離） - A
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AP-AP = 2x（AP からクライアントまで）

1050フィート（320 m）AP 1532I：

1180フィート（360 m）AP 1532E：

•（- E）領域の APからクライアントまでの距離

2.4 GHz（E 領域）

265フィート（80 m）AP 1532I：

265フィート（80 m）AP 1532E：

• APから AP（バックホール）の推奨事項 AP = 2 X（APからクライアントまでの距離） - E

AP-AP = 2x（AP からクライアントまで）

525フィート（160 m）AP 1532I：

525フィート（160 m）AP 1532E：

前提条件：

•高さ：APは 33フィート（10 m）、クライアントは 3.3フィート（1 m）

•スループット：> 1 Mbps

• APからAPまでの距離を削減することで、ユーザエクスペリエンス（スループット、遅延）
が向上します。

•郊外の Near LoS LoSが短いシナリオ：距離の前提条件を減らします。

•平坦地環境

• 1532IをAIR-ANT2547V-Nのデュアルバンドアンテナを搭載した 1532Eと比較します。高ゲ
インアンテナが搭載された 1532Eは、到達する AP間の距離をさらに延長できます。

トラブルシューティング
次の AP 1532 LED動作はアクセスポイントの状態をユーザに通知します：
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AP アクションLED の状態Type

DRAMメモリテスト中緑色で点滅ブートローダの状態シーケンス

DRAMメモリテスト OK

ボードの初期化中

フラッシュファイルシステム

の初期化中

フラッシュメモリテスト OK

イーサネットの初期化中

イーサネット OK

Cisco IOSの起動中

初期化成功

コントローラに結合された通常

の動作状態だが、ワイヤレス

クライアントが1つも関連付け
られていない。

緑色にチャープアソシエーションの状態

通常の動作状態（少なくとも 1
つのワイヤレスクライアント

のアソシエーションあり）。

GREEN

ソフトウェアのアップグレード

中。

黄色で点滅動作状態

検出/接続プロセス中緑色、赤色、黄色の点灯が切り

替わる

アクセスポイントの位置コマ

ンドの呼び出し

赤、緑、黄色の点灯とオフが急

速に切り替わる

イーサネットリンクが未稼働赤色で点滅

設定回復中（MODEボタンが
2～ 3秒押された）

黄色で点滅ブートローダの警告

イーサネット障害またはイメー

ジ復元（MODEボタンが 20～
30秒押された）

レッド

イメージ復元中（MODEボタ
ンが放された）

緑色で点滅

   AP 1532E/I 導入ガイド、リリース 7.6
28

範囲、目的および期待

トラブルシューティング



AP アクションLED の状態Type

DRAMメモリテストの失敗。レッドブートローダエラー

フラッシュファイルシステム

の障害。

赤と黄色に点滅

環境変数の障害。赤色とオフの点滅

MACアドレスが無効。

イメージ復元中のイーサネット

の障害。

ブート環境の障害。

Ciscoイメージファイルなし。

ブートの失敗。

ソフトウェアの障害。装置の電

源を切断し、再接続してみてく

ださい。

レッドCisco IOSのエラー

一般的な警告。インライン電力

不足

赤、緑、黄色の点灯とオフが急

速に切り替わる
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